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配属先

機械職の仕事

上・工・下水道、ダム、県立学校、県有施設など、
産業や生活の基盤となる施設の機械設備の
整備や維持・管理、ネットワーク構築・運用 等

本庁各課（営繕課、設備課、管財課、水道経営課など）

地方機関（ダム総合事務所、広域水道事務所、下水道事務所など）



自己紹介
H25.3月 県内大学卒業

H26.4月～ 企業局 仙南・仙塩広域水道事務所 施設管理班
南部山浄水場の施設管理など

H29.4月～ 土木部 大崎地方ダム総合事務所 管理第二班
大崎地方にある5つの県管理ダムの施設管理など

R2.4月～
R3.4月～

震災復興・企画部 情報政策課 ネットワーク管理班
企画部 デジタルみやぎ推進課 ネットワーク最適化班

情報ネットワークシステムの構築・管理・運用など

R5.4月～ 土木部 土木総務課 企画調整班
土木・建築行政の総合的な企画・調整など

宮城県仙台市出身



なぜ公務員だった？

なんで宮城県庁を選んだ？

志望動機

学生時代に東日本大震災を経験したことから、学んだことを
活かして、生まれ育った宮城県の復興に貢献できる仕事に
就きたいと思い、宮城県庁を志望しました。

学生時代の専攻を生かせる仕事は何かと考え、技術系
公務員を選択しました。



担当業務

担当した仕事

大崎地方ダム総合事務所 管理第二班

大崎地方にある5つの県管理ダムの施設管理
（漆沢ダム・化女沼ダム・上大沢ダム・岩堂沢ダム・二ツ石ダム）

○ 機械設備（ゲート、バルブ、ポンプなど）の点検
○ 機械設備更新工事の発注
○ 大雨・地震発生時の緊急点検・配備対応 など

漆沢ダム（加美町）

クレストゲート



大変だったこと

・大雨や地震が発生した際には、先輩職員と共に、

昼夜問わずダムに駆け付け、被害の確認や設備

点検を行う必要がありました。

・自然災害はいつ発生するか分からず、大変な業

務でしたが、県民の生活を支える重要な役割を

担っているというやりがいも感じました。



やりがい

上・下水道やダムなど、県民生活において
重要なインフラに携わることができる。

県民が利用する施設の新築や改修、
維持管理に携わることができる。



8:30
出勤

1日のスケジュール（大崎地方ダム総合事務所）

17:15
退勤

9:00
ダムへ出発

12:00
昼休み

13:00
点検再開

10:30
到着・点検開始

14:30
点検終了・帰庁

16:00
点検記録作成

移動

移動



・技術職は現場作業が多そう

・ハンコ文化が根強く、民間企業ほどデジタル化は進んでない

入庁前のイメージとギャップ

 入庁前のイメージ

 入庁してみたら･･･

・技術職でも事務作業や書類作成などをする機会が多い

・各業務用のシステムが整備されており、パソコン上で

処理する業務が非常に多い



・昨年度にオフィス改革を行い、机や
カーペットなどを一新しました！

職場の雰囲気

・職員同士で協力しながら、組織一丸となって業務を
進めており、若手職員に対しては先輩・上司が親身
になってサポートしてくれるような環境。

・各職員が仕事とプライベートのメリ
ハリをつけて仕事をしており、有給
休暇取得や旅行などをしやすい。



働いて感じる宮城県職員の魅力

・有給休暇や育児休暇がとりやすく、趣味や家族と
過ごす時間など、プライベートの時間を作りやすい。

・上下水道・ダムといったインフラ施設や、県立学校
等の県有施設など、大規模な施設の工事や維持管理
に携わることができる

・仕事とプライベートの両立がしやすい。



私の公務員試験対策
宮城県公式ホームページに掲載されている職員採用試験の

例題・過去の出題課題を解くなどして、対策をしていました。

その他、大学生協が主催する公務員講座を受講し、
対策をしていました。

https://www.pref.miyagi.jp/
site/saiyou/reidai.html

https://www.pref.miyagi.jp/site/saiyou/reidai.html


みなさんへのメッセージ

機械職の仕事は、安全・安心な県民生活を陰ながら
支えるとても重要な仕事です。

また、様々な分野の業務に携わることになるため、
業務を通して専門知識や経験を習得出来るため、働き
ながら、自分自身の成長を感じることが出来ます。

「宮城をより良い県にしたい」という熱意を持った
方と一緒に働けることを、心からお待ちしています！


